
【在宅系】介護保険制度改正・報酬改定のポイントと
事業所に求められる対応策

開催
日時

令和６年２月１５日(木)
１４:００～１６:００

講師

株式会社 Qship 代表 認知症介護指導者

梅本 聡 受講推奨者

福祉専門学校卒業後、身体障害者施設・特別養護老人ホームで介護職員・生活相談員として勤務。
その後、認知症対応型共同生活介護(グループホーム)のホーム⾧、通所介護・訪問介護・居宅介護
支援を統括する事業部⾧、介護老人福祉施設の副施設⾧を経て、介護コンサルティング等を行う株
式会社キューシップを設立、代表に。また、認知症介護指導者として千葉市が実施する認知症介護基
礎研修・実践者研修・実践リーダー研修の企画・運営・講師に取り組む他、一般社団法人千葉市認
知症介護指導者の会の会⾧としても活動中。
著書に「認知症ケアの突破口（中央法規出版）」がある。

在宅系サービス
関係者及び興味
のある方

（受講料） ３、０００円

コンプライアンス 介護保険

近年の物価高騰や全産業における賃金の引上げ、DX等の事業環
境の変化への対応も求められることが触れられた今回の「基本的な
視点」とともに、令和6（2024）年度の報酬改定・制度改正につ
いて、基礎知識や全体の流れ、報酬改定への備えなどをわかりやす
く説明します。

本セミナーは、在宅系サービスに関する報酬改定・制度改正に関す
る情報を提供します。

≪カリキュラム≫
■制度改正・報酬改定における内容とその背景
■制度改正における利用者等への影響と

事業所経営・運営の影響
■今から行う制度改正に向けた事業所の対応策


